
 

 

 

 

 

（キリトリ線） 点線に沿って二つに折り、切り込みを入れてから線の位置で折りたたむと小さい冊子になります 

 

  

～テーマ別ブックリスト～ 

夏 
【5・6年生】 

『ピトゥスの動物園』 

サバスティア・スリバス∥著  

あすなろ文庫 

『海ガラスの夏』 

ミシェル・ハウツ∥文  

バグラム・イバトゥーリン∥絵   

福音館書店 

『黄色い夏の日』 

高楼 方子∥著 

福音館書店 
『クローディアの秘密』 

Ｅ．Ｌ．カニグズバーグ∥作 

松永  ふみ子∥訳 

岩波書店 

『さいごのゆうれい』 

斉藤 倫∥著 

     福音館書店 

豊岡市立図書館 
 

☆ 

☆☆☆

☆☆ 

 

 ☆☆ 

 

☆☆☆ 

☆☆ 

 

 

美術部の課題で、建物を描くことになった景介。主の

おばあさんに招き入れられ、古めかしい洋館に足をふ

み入れた景介は、かれんな少女・ゆりあに心引かれて

いく。現在と過去を行き交うような、不思議なお話。

物語の世界を表した、カラーの美しいさし絵も魅力。 

読んだ本の☆をぬってみよう！ 

   いくつぬれたかな？       コ  
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『思い出のマーニー上・下』 

ジョーン・ロビンソン∥作∥ 

岩波書店 

 

  

 

夏のある日トーマスは、海辺で海ガラ

スを見つける。その夜、海ガラスを枕

元に置いて寝たトーマスは、とてつも

なく大きな船の夢を見る。 

小さな海ガラスから広がる夏の物語。 

１１歳の少女クローデイアは、同じことを繰り返す

毎日にうんざりし、家出を決意する。家出先を美術館

に決め、弟のジェイミを相棒に、ありったけのお小づ

かいを持ってバスに乗りこんだ。たくみに見回りをか

わしながら、ふん水のお風呂に入り、展示品のベッド

でねむる日々。ちょうどそのとき、美術館では特別展

示のちょう刻に皆が夢中だった。二人は、ミケランジ

ェロが作ったというその像の秘密を調べ始めるが… 

☆☆☆ 

 

 

世界中が「かなしみ」や「こうかい」を忘れて、だれも

が幸せに暮らしていた。小 5 のぼくは、お盆の最初の

日、小さなゆうれいに出会った。その子は、自分がゆう

れいのさいごのひとりかもしれないと言う。ゆうれいを

救い、世界を取り戻す、4 日間の出来事。 

『すばらしいとき』 

ロバート ・マックロスキー∥作 

福音館書店 

アメリカの小さな島で早春から夏

のおわりまでを過ごす姉妹の日常

が、詩のような文章と美しい絵で

描かれている。 ☆ 

 

『ぼくらの七日間戦争』 

  宗田 理∥作 

ポプラ社 

シリーズあり 

☆☆ 

『ペンダーウィックの四姉妹 夏の魔法』 

ジーン  バーズオール∥作 

小峰書店 

（シリーズあり） 

ペンダーウィック家の四姉妹とお父さん

は夏休みを広いコテージで過ごすことに

しました。広いお屋敷で夢のようにすて

きな夏の思い出を、と思ったら大間違

い。大変な事件がいくつも起こってハラ

ハラドキドキの連続で…。 

四姉妹が過ごした特別な夏休みの物語。 

 

☆☆ 

『ウェズレーの国』 

ポール ・フライシュマン∥作 

ケビン・ホークス∥絵 

あすなろ書房 

 

 
みんなから仲間外れにされていたウェズ

レーが、夏休みの自由研究に自分だけの

文明を作ろうと思い立った。自分だけの

作物を育て、自分だけの服を作り、遊び

も考え出した。するとウェズレーのまわ

りに子どもたちが寄ってきはじめ…。 

☆ 

『キツネ山の夏休み』 

富安 陽子∥著 

あかね書房 

 

 

☆☆ 

☆☆ 

『べんり屋、寺岡の夏。』 

中山 聖子∥作 

文研出版 

美舟の将来の夢は、「まっ

とうに生きる」こと。でも

家業の便利屋にはいろいろ

な「夢」を追いかける人た

ちがやってきて…。 

☆☆☆ 

『ツバメ号とアマゾン号 

上・下』 

アーサー・ランサム∥作 

神宮 輝夫∥訳 

岩波書店 

湖のほとりの農場で夏休みを過ごしにやっ

てきたウォーカー家の４兄弟は、小さな帆

船ツバメ号を借りて、子どもたちだけで湖

の島ですごすことを許されます。ヨットの

あやつり方や、キャンプの仕方など、自然

の中で過ごす楽しみいっぱいの冒険物語。 

☆ 

『ビーおばさんとおでかけ』 

ダイアナ ・ウィン ・ジョーンズ∥作 

徳間書店 

ビーおばさんは、一度こうと決めたら聞かないやっかい

な人。ある夏、ナンシー、サイモン、デビーの３兄弟は

ビーおばさんと海へ行く。でもビーおばさんが島を「お

こらせた」せいで大変なことになり…。 

『長くつ下のピッピ』 

アストリッド ・リンドグレーン∥作 

大塚 勇三∥訳 

岩波書店 

☆☆ 

『海底二万里 上・下』 

ジュール・ヴェルヌ∥作 

石川 湧∥訳 

岩波書店 

 
☆☆☆ 

１８６６年、海で原因不明の事故が続発する。それ

は、何か「ばかでかいもの」に出会ったという目撃情

報や、船の底に巨大な穴が開けられるといった怪事件

だった。主人公の学者、アロナクスは謎を解明するた

め、助手のコンセイユとともに調査に出かけることと

なるが…。 


